
許可条件のポイント（案）

●それを踏まえた上で、下表の試験放流量以上を放流することを義務づけ。

●“取水制限流量”として、４０㎥/sの放流を義務づけ。 ※旧許可では７㎥/s

宮中取水ダムからの放流

●毎年、具体的な放流量、放流方法、河川環境調査の項目等に関する「試験放流実施計画」を作成し
（協議会の意見を踏まえた上で、北陸地方整備局長が承認）、これに従って実施することを義務づけ

（ただし、発電施設を共用して取水する他の水利使用（かんがい、流雪溝用水）に支障を与えない範囲で実施）

40.050.050.011月11日～翌3月31日

60.080.0100.09月11日～ 11月10日

60.080.080.07月20日～ 9月10日 4 年目までの試験放
流結果を踏まえた放
流。

4月1日～11月30日は40.0以上
（流量変動に配慮した放流）
12月1日～翌3月31日は40.0

40.050.050.04月 1日～ 7月19日

５年目
（平成２６年４月１日～

許可期限）

４年目
（平成２５年４月１日～
平成２６年３月31日）

３年目
（平成２４年
４月１日～
平成２５年
3月31日）

２年目
（平成２３年
４月１日～
平成24年

３月３１日）

1年目
（取水開始日
～平成２３年
３月31日）

放 流 量 (㎥/s)

期 間

資料－４
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許可条件のポイント（案）

失効にかかる規定

●許可期間は、許可日から５年後の月末まで。

●次回の申請は、試験放流結果及び協議会の意見を踏まえ、宮中取水ダムからの放流等を 検証し、
必要があれば見直した上で行わなければならない。

次回申請に当たっての試験放流結果の反映

●再発防止策への取組み、報告を義務づけ

●取水量報告が適正であることの自主点検と報告を義務づけ

●取水量計測方法、ダム計測方法、工作物の新築・改築に係る申請手続きフローの報告を義務づけ

再発防止の徹底（適法・適正な水利使用の確保）

●重大な河川法及び水利使用規則の違反が確認された場合は、許可は失効。
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